
Ｒ3.12月 R4.1月 2月 3月 4月 5月

利用者数（人） 44 43 43 45 42 42

内訳　　　　　要介護1 14 13 13 13 12 11

要介護2 3 4 4 5 5 4

要介護3 9 9 10 10 9 9

要介護4 9 9 8 11 11 13

要介護5 9 8 8 6 5 5

定期巡回
月間訪問件数（件） 5198 5237 4552 4629 4765 5270

内訳　　　　　　介護士 3727 3802 3320 3320 3402 3897

看護師 1471 1435 1232 1309 1363 1373

随時対応
訪問件数（件） 34 46 38 48 66 50

内訳　　　　　　介護士 30 33 29 28 45 28

看護師 4 13 9 20 21 22

利用者一人当たりの
平均月間訪問回数（件） 118.8 122.8 106.8 103.9 115.1 131.4

内訳　　　　　　介護士 85.3 89.1 77.9 74.4 82.1 98.2

看護師 33.5 33.7 28.9 29.5 33 33.2

Ｒ3.12月 R4.1月 2月 3月 4月 5月
転倒 1件 2件 0件 2件 0件 1件
怪我（表皮剥離） 0件 0件 0件 1件 0件 0件

①サービス提供実績　（令和3年12月～令和4年5月）

②事故報告

検討議題

①サービス提供実績

②事故報告

③活動内容報告

⑤外部評価＊別紙参照

⑤ご意見・まとめ

④自己評価＊別紙参照

第4回　介護・医療連携推進会議　議事録

日時

場所

参加者

令和 4年　6月　25日 発送

コロナ対策の為書面会議にて施行

利用者様　　2名

北九市内　病院　　MSW　　　1名

外部評価：某ケアプランセンター　　1名

地域包括支援センター小倉1　　　　　1名



＜対策＞

6カ月間の転倒件数は6件発生。内、ベッドサイドでの転倒が4件とトイレ内が2件である。

いずれもスタッフの訪問中ではなく、居室内で生活している中で転倒されスタッフが発見に至っている。

軽度の打撲のみが4件、皮膚損傷が1件、骨折（入院）が1件となっている。

ご家族・ケアマネージャーや北九州市への報告も適宜行っている。

対策・・・①居室内に手すりの設置（福祉用具）を検討

　　　　　②居室内の環境整備

　　　　　③離床センサーやフットセンサーの利用を検討・導入

上記の対策を行い転倒防止に努めている。また、発生時は在宅医へ報告を行い転倒から24時間は

転倒に伴う症状出現に注意して観察を行っている。

訪室時にシーツに血液の付着があり、ボディーチェックにて皮膚剥離を発見する。

対策・・・①皮膚が脆弱な方の場合、保護用のアームバンドを使用する。

           ②ベッド柵のカバーを作成し設置した。

＊消防訓練

　　　　　　　　令和4年3月24日（木）

　　　　　　　　　参加人数：職員　4名　　　　入居者：4名

　　　　　　　　　夜間リネン庫より出火の想定で実施

＊研修参加 （Ｒ3年12月～Ｒ4年5月）

・介護職員：コロナウィルス感染症対策のためオンライン研修へ参加

　　スタッフ全員が外部オンライン研修を1～2回/年参加している。

　　その他、施設内研修として下記4項目の研修を実施。

①食中毒について

②虐待防止　（2回）

③身体拘束について

④感染対策について

　　今後もオンライン研修への参加を進めていく。

　　また、本年からは災害時の緊急対応や業務継続計画についても研修を行っていく。

・看護職員：コロナウィルス感染症対策のためオンライン研修に参加

　　スタッフ全員が外部のオンライン研修を1回/年参加している。

　　また、看護職員内でも上記①～④の施設内研修を実施。

　　災害時の業務継続計画についても行っていく。

＊安全衛生委員会　（訪問看護師・介護士・デイサービス職員・施設長で構成　　おおむね毎月1回実施）

　　　   　    ・感染症対策マニュアルの見直し

　　　       　・新型コロナウィルスへの対応・最新情報の収集

　　　       　・ミトン・センサー実施中の方の評価を実施

                ・事故報告書の振り返り、再発予防策の検討

　　　       　

③活動内容報告

   1.転倒について

   3.怪我について



＊面会について

・現状コロナウィルス感染症の感染拡大はなく感染者数や重症例の減少に伴い解除時期について検討中。

  理美容は再開になっており、徐々に緩和の方向である。

  完全解除になるまでは、デイサービス利用時にガラス越しでタブレットを利用した面会を継続していく。

④自己評価　　＊別紙参照

⑤外部評価　　＊別紙参照

　　　（1）巡回ステーションつむぎ　自己評価について

  ・コロナ対策のためオンライン研修や施設内研修を行っている事は良いと思う。

   今後もこの取り組みを続けて欲しい。

    注意してほしい。

　・今後も介護・看護が協力して対応を続けて欲しい。

　　　（2）サービス提供実績・事故・活動状況　報告について

　・サービス内容や活動状況について分かりやすく説明もされている。

　・コロナが終息した場合、地域内でのサービス活用ができればいいと思う。

  ・訪問回数が多く定期巡回は手厚いケアができるんだなと思った。

  ・消防訓練だけでなく災害訓練も必要。

  ・コロナ対策を行いながら適宜必要な対応ができている。

  ・地域に根付いた施設運営を引き続き行って欲しい。

　　　（3）その他、ご意見等

  ・施設内でエレベーター降りた際に階段から降りてきた職員とぶつかりそうになることがあったので

⑥ご意見・まとめ

　・きちんと評価されている為、今後に活かしてほしい。

  ・医師や家族、関係機関と連携を図り適宜対応できていると思う。

  ・人材を適材適所配置することは大変と思うが、良く対応できている。

  ・よく観察され、事故防止にも努めていると思う。


